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【ＦＩ】
   Ｇ０１Ｔ    1/161    　　　Ｂ
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【手続補正書】
【提出日】令和3年12月6日(2021.12.6)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　３Ｄ画像を自動的に処理して、対象の前立腺に対応する、前記３Ｄ画像の内部の３Ｄボ
リュームを識別し、そこにおける放射性医薬品の摂取を表す１つまたは複数の摂取メトリ
ックを判定するための方法であって、
　（ａ）解剖学的撮像診断法を使用して得られた前記対象の３Ｄ解剖学的画像をコンピュ
ーティングデバイスのプロセッサによって受け取るステップであって、前記３Ｄ解剖学的
画像が含む対象の内部の組織のグラフィカル表現の少なくとも一部分が前記対象の骨盤領
域に対応する、ステップと、
　（ｂ）機能的撮像診断法を使用して得られた前記対象の３Ｄ機能的画像を前記プロセッ
サによって受け取るステップであって、前記３Ｄ機能的画像に含まれる複数のボクセルが
、それぞれ、前記対象の内部の特定の物理ボリュームを表し、また、前記特定の物理ボリ
ュームから放射されて検知された放射線を表す強度値を有し、前記３Ｄ機能的画像の前記
複数のボクセルの少なくとも一部分が、前記対象の前記骨盤領域の内部の物理ボリューム
を表す、ステップと、
　（ｃ）前記プロセッサによって、第１のモジュールを使用して、前記３Ｄ解剖学的画像
の内部の初期の目的ボリューム（ＶＯＩ）を判定するステップであって、前記初期のＶＯ
Ｉが、前記対象の前記骨盤領域の内部の組織に対応し、前記対象の前記骨盤領域の外部の
組織は除外する、ステップと、
　（ｄ）前記プロセッサによって、第２のモジュールを使用して、前記対象の前記前立腺
に対応する前記初期のＶＯＩの内部の前立腺ボリュームを識別するステップと、
　（ｅ）前記プロセッサによって、前記３Ｄ機能的画像と、前記３Ｄ解剖学的画像の前記
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初期のＶＯＩの内部で識別された前記前立腺ボリュームとを使用して、前記１つまたは複
数の摂取メトリックを判定するステップとを含む方法。
【請求項２】
　前記第１のモジュールが、前記３Ｄ解剖学的画像を入力として受け取って、前記３Ｄ解
剖学的画像の内部の長方形ボリュームの向かい合ったコーナーを表す複数の座標値を出力
する、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　ステップ（ｃ）が、前記第１のモジュールを使用して、前記対象の骨盤骨に対応する前
記３Ｄ解剖学的画像のボリュームを識別する３Ｄ骨盤骨マスクを判定するステップを含む
、請求項１または２に記載の方法。
【請求項４】
　前記第１のモジュールが畳み込みニューラルネットワーク（ＣＮＮ）モジュールである
、先行する請求項のいずれか一項に記載の方法。
【請求項５】
　ステップ（ｄ）が、前記第２のモジュールを使用して、前記３Ｄ解剖学的画像の内部の
、それぞれが前記対象の内部の特定の組織領域に対応する１つまたは複数のその他の組織
ボリュームを識別するステップを含み、前記１つまたは複数のその他の組織ボリュームが
、
　前記対象の骨盤骨、
　前記対象の膀胱、
　前記対象の直腸、および
　前記対象の殿筋からなる群から選択される１つまたは複数の特定の組織領域に対応する
、先行する請求項のいずれか一項に記載の方法。
【請求項６】
　ステップ（ｄ）が、前記第２のモジュールを使用して、前記初期のＶＯＩの内部の各ボ
クセルを、前記対象の内部の（所定の）異なる組織領域のセットのうち特定の組織領域に
対応するものとして分類するステップを含む、先行する請求項のいずれか一項に記載の方
法。
【請求項７】
　前記初期のＶＯＩの内部の各ボクセルを分類するステップが、
　前記第２のモジュールによって、前記初期のＶＯＩの内部の複数のボクセルの各々につ
いて、尤度値のセットを判定するステップであって、前記尤度値のセットが、前記組織領
域セットのうち１つまたは複数の組織領域の各々について、前記ボクセルが前記組織領域
の内部の物理ボリュームを表すことの尤度を表す対応する尤度値を含む、ステップと、
　前記初期のＶＯＩの内部の前記複数のボクセルの各々について、前記ボクセルについて
判定された前記尤度値のセットに基づいて、前記ボクセルを前記特定の組織領域に対応す
るものとして分類するステップとを含む、請求項６に記載の方法。
【請求項８】
　前記第２のモジュールが、前記初期のＶＯＩを入力として受け取って、前記初期のＶＯ
Ｉの内部の各ボクセルについて、
　（ｉ）前記ボクセルを分類する値と、
　（ｉｉ）前記ボクセルに関する尤度値のセットと、
　（ｉｉｉ）前記ボクセルを、異なる組織領域の所定のセットのうちいかなるものにも対
応しないものとして識別する値とのうち少なくとも１つを含む複数の値を出力する、請求
項６または７に記載の方法。
【請求項９】
　前記異なる組織領域の（所定の）セットが、
　前記対象の前記前立腺と、
　前記対象の骨盤骨と、
　前記対象の膀胱と、
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　前記対象の直腸と、
　前記対象の殿筋とからなる群から選択される１つまたは複数の組織領域を含む、請求項
６から８のいずれか一項に記載の方法。
【請求項１０】
　ステップ（ｄ）が、前記第２のモジュールを使用して１つまたは複数の基底組織ボリュ
ームのセットを識別するステップを含み、前記１つまたは複数の基底組織ボリュームが、
前記識別された前立腺ボリュームおよび前記１つまたは複数のその他の組織ボリュームを
含み、前記方法は、
　前記プロセッサによって、１つまたは複数の補助モジュールを使用して、前記３Ｄ解剖
学的画像の内部の１つまたは複数の補助組織ボリュームを識別するステップであって、そ
れぞれの補助組織ボリュームが、前記第２のモジュールによって識別された基底組織ボリ
ュームに対応する、ステップと、
　前記プロセッサによって、それぞれの補助組織ボリュームを、前記第２のモジュールに
よって識別された前記対応する基底組織ボリュームと合併させるステップとをさらに含む
、請求項５から９のいずれか一項に記載の方法。
【請求項１１】
　前記プロセッサによって、前記対象の内部の基準組織領域に対応する、前記３Ｄ解剖学
的画像の内部の基準ボリュームを識別するステップと、
　ステップ（ｅ）において、前記３Ｄ機能的画像と、前記３Ｄ解剖学的画像の内部で識別
された前記基準ボリュームとを使用して、前記１つまたは複数の摂取メトリックのうち少
なくとも１つを判定するステップとを含む、先行する請求項のいずれか一項に記載の方法
。
【請求項１２】
　前記３Ｄ機能的画像および前記基準ボリュームを使用して判定された前記１つまたは複
数の摂取メトリックのうち少なくとも１つが、腫瘍の背景に対する比（ＴＢＲ）の値を含
み、前記ＴＢＲ値を判定するステップが、
　前記３Ｄ解剖学的画像の前記初期のＶＯＩの内部で識別された前記前立腺ボリュームに
対応する前記３Ｄ機能的画像の１つまたは複数のボクセルの強度値を使用して、標的強度
値を判定するステップと、
　前記３Ｄ解剖学的画像の内部で識別された前記基準ボリュームに対応する前記３Ｄ機能
的画像の１つまたは複数のボクセルの強度値を使用して、背景強度値を判定するステップ
と、
　前記標的強度値の前記背景強度値に対する比を前記ＴＢＲ値として判定するステップと
を含む、請求項１１に記載の方法。
【請求項１３】
　前記ＴＢＲ値の、１つまたは複数の閾値との比較に基づいて、前記対象の前立腺がんの
状態を判定するステップを含む、請求項１２に記載の方法。
【請求項１４】
　前記１つまたは複数の閾値が複数の基準ＴＢＲ値を使用して判定される、請求項１３に
記載の方法。
【請求項１５】
　前記１つまたは複数の閾値が受信者動作特性（ＲＯＣ）曲線を使用して判定される、請
求項１３または１４に記載の方法。
【請求項１６】
　前記１つまたは複数の閾値が複数の閾値を含み、前記ＴＢＲ値を前記複数の閾値と比較
することによって、前記前立腺がんの状態が非２値スケール上のレベルとして判定される
、請求項１３から１５のいずれか一項に記載の方法。
【請求項１７】
　前記対象の前記前立腺がんの状態を、（ｉ）前記ＴＢＲ値がカットオフ閾値を超えてい
たら臨床的に重要であると判定し、または（ｉｉ）前記ＴＢＲ値が前記カットオフ閾値未
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満であれば臨床的に重要でないと判定する、ステップを含む、請求項１３に記載の方法。
【請求項１８】
　前記プロセッサによって、前記対象の膀胱に対応する、前記３Ｄ解剖学的画像の内部の
膀胱ボリュームを識別するステップと、
　ステップ（ｅ）において、前記３Ｄ解剖学的画像の内部の前記識別された膀胱ボリュー
ムに対応する前記３Ｄ機能的画像のボクセルの強度を使用して、前記膀胱からのクロスト
ークを補正するステップとを含む、先行する請求項のいずれか一項に記載の方法。
【請求項１９】
　前記膀胱からのクロストークを補正するステップが、
　前記識別された膀胱ボリュームの外部にある、前記３Ｄ解剖学的画像の１つまたは複数
の領域に対応する前記３Ｄ機能的画像の１つまたは複数のボクセルの強度に対する、前記
対象の前記膀胱の内部の放射性医薬品に由来する強度の寄与をモデル化する、１つまたは
複数の膀胱強度ブリード関数を判定するステップであって、前記１つまたは複数の膀胱強
度ブリード関数が、前記寄与を、前記識別された膀胱ボリュームからの距離の関数として
モデル化する、ステップと、
　前記３Ｄ解剖学的画像の内部の前記識別された前立腺ボリュームに対応する前記３Ｄ機
能的画像の１つまたは複数のボクセルの各々について、前記１つまたは複数の膀胱強度ブ
リード関数を使用して、前記ボクセルの強度を膀胱クロストークに対して調整するステッ
プとを含む、請求項１８に記載の方法。
【請求項２０】
　前記プロセッサによって、前記対象の膀胱に対応する前記３Ｄ解剖学的画像の内部の膀
胱ボリュームを識別するステップと、
　前記プロセッサによって、前記識別された膀胱ボリュームに対して形態学的拡張操作を
適用することにより、拡張された膀胱ボリュームを判定するステップと、
　ステップ（ｅ）において、前記３Ｄ機能的画像のボクセルの強度値を使用して、前記１
つまたは複数の摂取メトリックを、（ｉ）前記３Ｄ解剖学的画像の前記ＶＯＩの内部で識
別された前記前立腺ボリュームに対応するが、（ｉｉ）前記拡張された膀胱ボリュームの
内部の前記３Ｄ解剖学的画像の領域には対応しないと判定するステップとを含む、先行す
る請求項のいずれか一項に記載の方法。
【請求項２１】
　前記３Ｄ機能的画像が前記対象に前記放射性医薬品を投与した後の前記対象の核医学画
像である、先行する請求項のいずれか一項に記載の方法。
【請求項２２】
　前記放射性医薬品がＰＳＭＡ結合剤を含む、請求項２１に記載の方法。
【請求項２３】
　前記核医学画像が、前記対象に前記放射性医薬品を投与した後に得られた、前記対象の
単一光子放射型コンピュータ断層撮影法（ＳＰＥＣＴ）スキャンである、請求項２１に記
載の方法。
【請求項２４】
　前記放射性医薬品が９９ｍＴｃ－ＭＩＰ－１４０４を含む、請求項２１に記載の方法。
【請求項２５】
　前記１つまたは複数の摂取メトリックの少なくとも一部分に基づいて前記対象の１つま
たは複数の診断値または予後値を判定するステップを含む、先行する請求項のいずれか一
項に記載の方法。
【請求項２６】
　前記１つまたは複数の診断値または予後値のうち少なくとも１つを判定するステップが
、摂取メトリックを１つまたは複数の閾値と比較するステップを含む、請求項２５に記載
の方法。
【請求項２７】
　前記１つまたは複数の診断値または予後値のうち少なくとも１つが、前記対象の臨床的
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に重要な前立腺がんに関するリスクを推定する、請求項２５または２６に記載の方法。
【請求項２８】
　（ｆ）前記３Ｄ解剖学的画像および／または前記３Ｄ機能的画像の視覚表示を前記ユー
ザに提示するために、前記プロセッサによって、対話型グラフィカルユーザインターフェ
ース（ＧＵＩ）を表示するステップと、
　（ｇ）前記プロセッサによって、前記ＧＵＩの内部に、前記３Ｄ解剖学的画像および／
または前記３Ｄ機能的画像を、いずれかが表示用に選択されて個別にレンダリングされ得
るように、あるいは両方が表示用に選択されて、３Ｄ解剖学的画像に３Ｄ機能的画像を重
ね合わせることによって一緒にレンダリングされ得るように、選択可能かつスーパーイン
ポーズ可能な層としてグラフィカルレンダリングをもたらすステップとを含む、先行する
請求項のいずれか一項に記載の方法。
【請求項２９】
　ステップ（ｇ）が、前記３Ｄ解剖学的画像の内部の１つまたは複数の識別された特定の
組織ボリュームを含む選択可能かつスーパーインポーズ可能なセグメント化層のグラフィ
カルレンダリングをもたらすステップを含み、前記表示用のセグメント化層の選択に際し
て、前記１つまたは複数の特定の組織ボリュームを表すグラフィックスが、前記３Ｄ解剖
学的画像および／または前記３Ｄ機能的画像に重ね合わされる、請求項２８に記載の方法
。
【請求項３０】
　前記１つまたは複数の特定の組織ボリュームが前記識別された前立腺ボリュームを含む
、請求項２９に記載の方法。
【請求項３１】
　ステップ（ｇ）において、２Ｄ断面図の位置が前記ユーザによって調整され得るように
、対話型２Ｄビューアの内部に、前記３Ｄ解剖学的画像および／または前記３Ｄ機能的画
像の前記２Ｄ断面図をレンダリングするステップを含む、請求項２８から３０のいずれか
一項に記載の方法。
【請求項３２】
　ステップ（ｇ）において、前記３Ｄ解剖学的画像および／または前記３Ｄ機能的画像の
対話型３Ｄビューをレンダリングするステップを含む、請求項２８から３１のいずれか一
項に記載の方法。
【請求項３３】
　前記ＧＵＩの内部に、前記識別された前立腺ボリュームのボクセルに対応するロケーシ
ョンを指示するグラフィカル要素を表示することにより、前記方法のユーザ再検討および
／または品質制御を容易にするステップを含む、請求項２８から３２のいずれか一項に記
載の方法。
【請求項３４】
　前記ＧＵＩの内部に、前記１つまたは複数の摂取メトリックの再検討および／または更
新のための品質制御および報告のワークフローによって前記ユーザを導くための品質制御
グラフィカルウィジェットとともに、ステップ（ｅ）において判定された前記１つまたは
複数の摂取メトリックを表すテキストおよび／またはグラフィックスを表示するステップ
を含む、請求項２８から３３のいずれか一項に記載の方法。
【請求項３５】
　前記品質制御グラフィカルウィジェットを介して、前記１つまたは複数の摂取メトリッ
クの自動判定の承認に対応するユーザ入力を受け取るステップと、
　前記１つまたは複数の摂取メトリックの前記自動判定の前記承認に対応する前記ユーザ
入力の前記受取りに応答して、前記プロセッサによって、前記対象向けに、前記１つまた
は複数の自動判定された摂取メトリックの表現を含む報告を生成するステップとを含む、
請求項３４に記載の方法。
【請求項３６】
　前記品質制御グラフィカルウィジェットを介して、前記１つまたは複数の摂取メトリッ
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クの自動判定の不承認に対応するユーザ入力を受け取るステップと、
　前記１つまたは複数の摂取メトリックの前記自動判定の前記不承認に対応するユーザ入
力の受取りに応答して、前記プロセッサによって、前記１つまたは複数の摂取メトリック
の更新された値を判定するのに使用する前記３Ｄ機能的画像の１つまたは複数のボクセル
のユーザ選択のためのボクセル選択グラフィカル要素を表示するステップと、
　前記ボクセル選択グラフィカル要素を介して、前記１つまたは複数の摂取メトリックの
更新された値を判定するのに使用する前記３Ｄ機能的画像の１つまたは複数のボクセルの
前記ユーザ選択を受け取るステップと、
　前記プロセッサによって、前記ユーザ選択のボクセルを使用して、前記１つまたは複数
の摂取メトリックの値を更新するステップと、
　前記プロセッサによって、前記対象向けに、前記１つまたは複数の更新された摂取メト
リックの表現を含む報告を生成するステップとを含む、請求項３４に記載の方法。
【請求項３７】
　前記品質制御グラフィカルウィジェットを介して、前記１つまたは複数の摂取メトリッ
クの自動判定の不承認に対応するユーザ入力を受け取るステップと、
　前記品質制御グラフィカルウィジェットを介して、品質制御の不合格に対応するユーザ
入力を受け取るステップと、
　前記プロセッサによって、前記品質制御の不合格の識別を含む、前記対象向けの報告を
生成するステップとを含む、請求項３４に記載の方法。
【請求項３８】
　前記３Ｄ機能的画像のボクセルが、既知の関係によって前記３Ｄ解剖学的画像のボクセ
ルに関連づけられている、先行する請求項のいずれか一項に記載の方法。
【請求項３９】
　複数の３Ｄ解剖学的画像の各々についてステップ（ａ）および（ｃ）を遂行して、それ
ぞれが前記複数の３Ｄ解剖学的画像のうち１つの内部にある複数の初期のＶＯＩを判定す
るステップであって、前記初期のＶＯＩのサイズの変動性が、前記３Ｄ解剖学的画像のサ
イズの変動性よりも小さい、ステップを含む、先行する請求項のいずれか一項に記載の方
法。
【請求項４０】
　前記第１のモジュールが、第１の解像度を有する、前記３Ｄ解剖学的画像のダウンサン
プリングされたバージョンを入力として受け取って、これに対して動作するＣＮＮモジュ
ールであり、前記第２のモジュールが、前記初期のＶＯＩへとクロップされた、前記３Ｄ
解剖学的画像の、前記第１の解像度よりも高い第２の解像度を有する高解像度バージョン
を入力として受け取って、これに対して動作するＣＮＮモジュールである、先行する請求
項のいずれか一項に記載の方法。
【請求項４１】
　前記第１のモジュールが、前記３Ｄ解剖学的画像の少なくとも一部分を入力として受け
取り、前記第１のモジュールに対する入力によって表される物理ボリュームが、（ｉ）前
記初期のＶＯＩによって表される物理ボリュームよりも少なくとも２倍大きく、かつ／ま
たは（ｉｉ）少なくとも１つの次元に沿って、前記初期のＶＯＩによって表される前記物
理ボリュームよりも２倍大きい、先行する請求項のいずれか一項に記載の方法。
【請求項４２】
　前記第１のモジュールが、３Ｄ解剖学的画像の内部の骨盤領域のグラフィカル表現を識
別するように訓練されたＣＮＮモジュールであり、前記第２のモジュールが、３Ｄ解剖学
的画像の内部の前立腺組織のグラフィカル表現を識別するように訓練されたＣＮＮモジュ
ールである、先行する請求項のいずれか一項に記載の方法。
【請求項４３】
　３Ｄ画像を自動的に処理して、対象の内部の標的組織領域に対応する、３Ｄ画像の内部
の３Ｄボリュームを識別し、そこにおける放射性医薬品の摂取を表す１つまたは複数の摂
取メトリックを判定するための方法であって、
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　（ａ）解剖学的撮像を使用して得られた前記対象の３Ｄ解剖学的画像をコンピューティ
ングデバイスのプロセッサによって受け取るステップであって、前記３Ｄ解剖学的画像が
、前記対象の前記標的組織領域を含む特定の解剖学的領域の内部の組織のグラフィカル表
現を含む、ステップと、
　（ｂ）機能的撮像診断法を使用して得られた前記対象の３Ｄ機能的画像を前記プロセッ
サによって受け取るステップであって、前記３Ｄ機能的画像に含まれる複数のボクセルが
、それぞれ、前記対象の内部の特定の物理ボリュームを表し、また、前記特定の物理ボリ
ュームから放射されて検知された放射線を表す強度値を有し、前記３Ｄ機能的画像の前記
複数のボクセルの少なくとも一部分が、前記対象の前記特定の解剖学的領域の内部の物理
ボリュームを表す、ステップと、
　（ｃ）前記プロセッサによって、第１のモジュールを使用して、前記３Ｄ解剖学的画像
の内部の初期の目的ボリューム（ＶＯＩ）を判定するステップであって、前記初期のＶＯ
Ｉが、前記標的組織領域を含む前記特定の解剖学的領域に対応する、ステップと、
　（ｄ）前記プロセッサによって、第２のモジュールを使用して、前記対象の前記標的組
織領域に対応する前記初期のＶＯＩの内部の標的ボリュームを識別するステップと、
　（ｅ）前記プロセッサによって、前記３Ｄ機能的画像と、前記３Ｄ解剖学的画像の前記
ＶＯＩの内部で識別された前記標的ボリュームとを使用して、前記１つまたは複数の摂取
メトリックを判定するステップとを含む方法。
【請求項４４】
　膀胱への放射性医薬品摂取からのクロストークに対して前立腺ボクセル強度を補正する
ために３Ｄ機能的画像を自動的に解析する方法であって、
　（ａ）解剖学的撮像診断法を使用して得られた前記対象の３Ｄ解剖学的画像をコンピュ
ーティングデバイスのプロセッサによって受け取るステップであって、前記３Ｄ解剖学的
画像が含む対象の内部の組織のグラフィカル表現の少なくとも一部分が前記対象の膀胱お
よび前立腺に対応する、ステップと、
　（ｂ）前記プロセッサによって前記対象の前記３Ｄ機能的画像を受け取るステップであ
って、前記３Ｄ機能的画像に含まれる複数のボクセルが、それぞれ、前記対象の内部の特
定の物理ボリュームを表し、また、前記特定の物理ボリュームから放射されて検知された
放射線を表す強度値を有し、前記３Ｄ機能的画像の前記複数のボクセルの少なくとも一部
分が、前記対象の前記膀胱および／または前立腺の内部の物理ボリュームを表す、ステッ
プと、
　（ｃ）前記プロセッサによって、前記３Ｄ解剖学的画像の内部で、（ｉ）前記対象の前
立腺に対応する前立腺ボリューム、および（ｉｉ）前記対象の膀胱に対応する膀胱ボリュ
ームを自動的に識別するステップと、
　（ｄ）前記プロセッサによって、前記３Ｄ機能的画像の内部で、（ｉ）前記識別された
前立腺ボリュームに対応する複数の前立腺ボクセル、および（ｉｉ）前記識別された膀胱
ボリュームに対応する複数の膀胱ボクセルを自動的に識別するステップと、
　（ｅ）前記プロセッサによって、前記膀胱ボクセルの１つまたは複数の測定された強度
に基づいて、前記前立腺ボクセルの１つまたは複数の測定された強度を調整するステップ
と、
　（ｆ）前記プロセッサによって、前記前立腺ボクセルの前記調整された強度を使用して
、前記対象の前記前立腺の内部の放射性医薬品の摂取を表す１つまたは複数の摂取メトリ
ックを判定するステップとを含む方法。
【請求項４５】
　対象の一部分の３Ｄ機能的画像の自動解析に基づいて、前記対象の前立腺がんの状態を
検知し、かつ／または前立腺がんのリスクを定量化する方法であって、
　（ａ）前記対象にＰＳＭＡ結合剤を含む放射性医薬品を投与した後に３Ｄ機能的画像を
取得するステップと、
　（ｂ）コンピューティングデバイスのプロセッサによって、前記３Ｄ機能的画像の内部
の、前記対象の前立腺に対応する３Ｄ標的ボリュームを識別するステップと、
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　（ｃ）前記プロセッサによって、前記３Ｄ標的ボリュームのボクセルの強度を使用して
、標的の背景に対する比（ＴＢＲ）の値を判定するステップと、
　（ｄ）前記プロセッサによって、対話型グラフィカルユーザインターフェース（ＧＵＩ
）の内部に表示するように、前記判定されたＴＢＲ値を表すテキストおよび／またはグラ
フィックスのグラフィカルレンダリングをもたらすステップとを含む方法。
【請求項４６】
　３Ｄ画像を自動的に処理して、対象の前立腺に対応する、３Ｄ画像の内部の３Ｄボリュ
ームを識別し、そこにおける放射性医薬品の摂取を表す１つまたは複数の摂取メトリック
を判定するためのシステムであって、
　プロセッサと、
　命令を記憶したメモリとを備えるシステムにおいて、前記プロセッサが、前記命令を実
行することにより、
　　（ａ）解剖学的撮像診断法を使用して得られた前記対象の３Ｄ解剖学的画像を受け取
るステップであって、前記３Ｄ解剖学的画像が含む対象の内部の組織のグラフィカル表現
の少なくとも一部分が前記対象の骨盤領域に対応する、ステップと、
　　（ｂ）機能的撮像診断法を使用して得られた前記対象の３Ｄ機能的画像を受け取るス
テップであって、前記３Ｄ機能的画像に含まれる複数のボクセルが、それぞれ、前記対象
の内部の特定の物理ボリュームを表し、また、前記特定の物理ボリュームから放射されて
検知された放射線を表す強度値を有し、前記３Ｄ機能的画像の前記複数のボクセルの少な
くとも一部分が、前記対象の前記骨盤領域の内部の物理ボリュームを表す、ステップと、
　　（ｃ）第１のモジュールを使用して、前記３Ｄ解剖学的画像の内部の初期の目的ボリ
ューム（ＶＯＩ）を判定するステップであって、前記初期のＶＯＩが、前記対象の前記骨
盤領域の内部の組織に対応し、前記対象の前記骨盤領域の外部の組織は除外する、ステッ
プと、
　　（ｄ）第２のモジュールを使用して、前記対象の前記前立腺に対応する前記初期のＶ
ＯＩの内部の前立腺ボリュームを識別するステップと、
　　（ｅ）前記３Ｄ機能的画像と、前記３Ｄ解剖学的画像の前記初期のＶＯＩの内部で識
別された前記前立腺ボリュームとを使用して、前記１つまたは複数の摂取メトリックを判
定するステップとを行う、システム。
【請求項４７】
　３Ｄ画像を自動的に処理して、対象の内部の標的組織領域に対応する、３Ｄ画像の内部
の３Ｄボリュームを識別し、そこにおける放射性医薬品の摂取を表す１つまたは複数の摂
取メトリックを判定するためのシステムであって、
　プロセッサと、
　命令を記憶したメモリとを備えるシステムにおいて、前記プロセッサが、前記命令を実
行することにより、
　　（ａ）解剖学的撮像診断法を使用して得られた前記対象の３Ｄ解剖学的画像を受け取
るステップであって、前記３Ｄ解剖学的画像が、前記対象の前記標的組織領域を含む特定
の解剖学的領域の内部の組織のグラフィカル表現を含む、ステップと、
　　（ｂ）機能的撮像診断法を使用して得られた前記対象の３Ｄ機能的画像を受け取るス
テップであって、前記３Ｄ機能的画像に含まれる複数のボクセルが、それぞれ、前記対象
の内部の特定の物理ボリュームを表し、また、前記特定の物理ボリュームから放射されて
検知された放射線を表す強度値を有し、前記３Ｄ機能的画像の前記複数のボクセルの少な
くとも一部分が、前記特定の解剖学的領域の内部の物理ボリュームを表す、ステップと、
　　（ｃ）第１のモジュールを使用して、前記３Ｄ解剖学的画像の内部の初期の目的ボリ
ューム（ＶＯＩ）を判定するステップであって、前記初期のＶＯＩが、前記標的組織領域
を含む前記特定の解剖学的領域に対応する、ステップと、
　　（ｄ）第２のモジュールを使用して、前記対象の前記標的組織領域に対応する前記初
期のＶＯＩの内部の標的ボリュームを識別するステップと、
　　（ｅ）前記３Ｄ機能的画像と、前記３Ｄ解剖学的画像の前記ＶＯＩの内部で識別され
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た前記標的ボリュームとを使用して、前記１つまたは複数の摂取メトリックを判定するス
テップとを行う、システム。
【請求項４８】
　対象の一部分の３Ｄ機能的画像の自動解析に基づいて、前記対象の前立腺がんの状態を
検知し、かつ／または前立腺がんのリスクを定量化するためのシステムであって、
　プロセッサと、
　命令を記憶したメモリとを備えるシステムにおいて、前記プロセッサが、前記命令を実
行することにより、
　　（ａ）ＰＳＭＡ結合剤を含む放射性医薬品を前記対象に投与した後に、前記対象の前
記一部分の前記３Ｄ機能的画像を受け取るステップと、
　　（ｂ）前記３Ｄ機能的画像の内部の、前記対象の前立腺に対応する３Ｄ標的ボリュー
ムを識別するステップと、
　　（ｃ）前記３Ｄ標的ボリュームのボクセルの強度を使用して、標的の背景に対する比
（ＴＢＲ）の値を判定するステップと、
　　（ｄ）対話型グラフィカルユーザインターフェース（ＧＵＩ）の内部に表示するよう
に、前記判定されたＴＢＲ値を表すテキストおよび／またはグラフィックスのグラフィカ
ルレンダリングをもたらすステップとを行う、システム。
【請求項４９】
　請求項４６から４８のいずれか一項に記載のシステムを備えるコンピュータ支援検知（
ＣＡＤｅ）デバイス。
【請求項５０】
　請求項４６から４８のいずれか一項に記載のシステムを備えるコンピュータ支援診断（
ＣＡＤｘ）デバイス。
【請求項５１】
　前記プロセッサが、前記命令によって、前記対象の臨床的に重要な前立腺がんまたは臨
床的に重要でない前立腺がんのいずれかの分類を識別する、請求項４９に記載のＣＡＤｅ
デバイス。
【請求項５２】
　前記プロセッサが、前記命令によって、前記対象の臨床的に重要な前立腺がんまたは臨
床的に重要でない前立腺がんのいずれかの分類を識別する、請求項５０に記載のＣＡＤｘ
デバイス。
【請求項５３】
　（ａ）放射性標識ＰＳＭＡ結合剤と、
　（ｂ）請求項４６から４８のいずれか一項に記載のシステムを備えるコンピュータ支援
検知（ＣＡＤｅ）デバイスとを含む組合せ製品。
【請求項５４】
　コンピュータ支援検知デバイスを用いる放射性標識ＰＳＭＡ結合剤の使用を規定する標
識を含む、請求項５３に記載の組合せ製品。
【請求項５５】
　３Ｄ画像を自動的に処理して、標的組織領域に対応する前記３Ｄ画像の内部の３Ｄボリ
ュームを識別するための方法であって、
　（ａ）解剖学的撮像診断法を使用して得られた対象の３Ｄ解剖学的画像をコンピューテ
ィングデバイスのプロセッサによって受け取るステップであって、前記３Ｄ解剖学的画像
が前記対象の内部の組織のグラフィカル表現を含む、ステップと、
　（ｂ）前記プロセッサによって、第１のモジュールを使用して、前記３Ｄ解剖学的画像
の内部の初期の目的ボリューム（ＶＯＩ）を判定するステップであって、前記初期のＶＯ
Ｉが、前記標的領域を含む特定の解剖学的領域に対応する、ステップと、
　（ｃ）前記プロセッサによって、第２のモジュールを使用して、前記対象の前記標的組
織領域に対応する前記初期のＶＯＩの内部の標的ボリュームを識別するステップと、
　（ｄ）前記識別された標的ボリュームに対応する３Ｄセグメント化マスクを、表示しか
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つ／またはさらに処理するために、前記プロセッサによって、記憶しかつ／または供給す
るステップとを含む方法。
【請求項５６】
　前記第１のモジュールが、前記３Ｄ解剖学的画像を入力として受け取って、前記３Ｄ解
剖学的画像の内部の長方形ボリュームの向い合ったコーナーを表す複数の座標値を出力す
る、請求項５５に記載の方法。
【請求項５７】
　前記第１のモジュールが畳み込みニューラルネットワーク（ＣＮＮ）モジュールである
、請求項５５または５６に記載の方法。
【請求項５８】
　ステップ（ｃ）が、前記第２のモジュールを使用して、前記３Ｄ解剖学的画像の内部の
、それぞれが前記対象の内部の特定の組織領域に対応する１つまたは複数のその他の組織
ボリュームを識別するステップを含む、請求項５５から５７のいずれか一項に記載の方法
。
【請求項５９】
　ステップ（ｃ）が、前記第２のモジュールを使用して、前記初期のＶＯＩの内部の各ボ
クセルを、前記対象の内部の（所定の）異なる組織領域のセットのうち特定の組織領域に
対応するものとして分類するステップを含む、請求項５５から５８のいずれか一項に記載
の方法。
【請求項６０】
　前記初期のＶＯＩの内部の各ボクセルを分類するステップが、
　前記第２のモジュールによって、前記初期のＶＯＩの内部の複数のボクセルの各々につ
いて、尤度値のセットを判定するステップであって、前記尤度値のセットが、前記組織領
域セットのうち１つまたは複数の組織領域の各々について、前記ボクセルが前記組織領域
の内部の物理ボリュームを表すことの尤度を表す対応する尤度値を含む、ステップと、
　前記初期のＶＯＩの内部の前記複数のボクセルの各々について、前記ボクセルについて
判定された尤度値のセットに基づいて、前記ボクセルを前記特定の組織領域に対応するも
のとして分類するステップとを含む、請求項５９に記載の方法。
【請求項６１】
　前記第２のモジュールが、前記初期のＶＯＩを入力として受け取って、前記初期のＶＯ
Ｉの内部の各ボクセルについて、
　（ｉ）前記ボクセルを分類する値と、
　（ｉｉ）前記ボクセルに関する尤度値のセットと、
　（ｉｉｉ）前記ボクセルを、異なる組織領域の所定のセットのうちいかなるものにも対
応しないものとして識別する値とのうち少なくとも１つを含む複数の値を出力する、請求
項５９または６０に記載の方法。
【請求項６２】
　ステップ（ｃ）が、前記第２のモジュールを使用して１つまたは複数の基底組織ボリュ
ームのセットを識別するステップを含み、前記１つまたは複数の基底組織ボリュームが、
前記識別された標的ボリュームおよび前記１つまたは複数のその他の組織のボリュームを
含み、
　前記プロセッサによって、１つまたは複数の補助モジュールを使用して、前記３Ｄ解剖
学的画像の内部の１つまたは複数の補助組織ボリュームを識別するステップであって、そ
れぞれの補助組織ボリュームが、前記第２のモジュールによって識別された基底組織ボリ
ュームに対応する、ステップと、
　前記プロセッサによって、それぞれの補助組織ボリュームを、前記第２のモジュールに
よって識別された前記対応する基底組織ボリュームと合併させるステップとをさらに含む
、請求項５５から６１のいずれか一項に記載の方法。
【請求項６３】
　（ｅ）前記３Ｄ解剖学的画像の視覚表示を前記ユーザに提示するために、前記プロセッ
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サによって、対話型グラフィカルユーザインターフェース（ＧＵＩ）を表示するステップ
と、
　（ｆ）前記プロセッサによって、前記ＧＵＩの内部に、前記３Ｄ解剖学的画像の内部の
１つまたは複数の識別された特定の組織ボリュームを含む選択可能かつスーパーインポー
ズ可能なセグメント化層とともに前記３Ｄ解剖学的画像のグラフィカルレンダリングをも
たらすステップであって、前記表示用のセグメント化層の選択に際して、前記１つまたは
複数の特定の組織ボリュームを表すグラフィックスが前記３Ｄ解剖学的画像上に重ね合わ
される、ステップとを含む、請求項５５から６２のいずれか一項に記載の方法。
【請求項６４】
　前記１つまたは複数の特定の組織ボリュームが前記識別された標的ボリュームを含む、
請求項６３に記載の方法。
【請求項６５】
　ステップ（ｆ）において、２Ｄ断面図の位置が前記ユーザによって調整され得るように
、対話型２Ｄビューアの内部に、前記３Ｄ解剖学的画像の前記２Ｄ断面図をレンダリング
するステップを含む、請求項６３または６４に記載の方法。
【請求項６６】
　ステップ（ｆ）において、前記３Ｄ解剖学的画像の対話型３Ｄビューをレンダリングす
るステップを含む、請求項６３から６５のいずれか一項に記載の方法。
【請求項６７】
　複数の３Ｄ解剖学的画像の各々についてステップ（ａ）および（ｂ）を遂行して、それ
ぞれが前記複数の３Ｄ解剖学的画像のうち１つの内部にある複数の初期のＶＯＩを判定す
るステップであって、前記初期のＶＯＩのサイズの変動性が前記３Ｄ解剖学的画像のサイ
ズの変動性よりも小さい、ステップを含む、請求項５５から６６のいずれか一項に記載の
方法。
【請求項６８】
　前記第１のモジュールが、第１の解像度を有する、前記３Ｄ解剖学的画像のダウンサン
プリングされたバージョンを入力として受け取って、これに対して動作するＣＮＮモジュ
ールであり、前記第２のモジュールが、前記初期のＶＯＩへとクロップされた、前記３Ｄ
解剖学的画像の、前記第１の解像度よりも高い第２の解像度を有する高解像度バージョン
を入力として受け取って、これに対して動作するＣＮＮモジュールである、先行する請求
項５５から６７のいずれか一項に記載の方法。
【請求項６９】
　前記第１のモジュールが、前記３Ｄ解剖学的画像の少なくとも一部分を入力として受け
取り、前記第１のモジュールに対する前記入力によって表される物理ボリュームが、（ｉ
）前記初期のＶＯＩによって表される物理ボリュームよりも少なくとも２倍大きく、かつ
／または（ｉｉ）少なくとも１つの次元に沿って、前記初期のＶＯＩによって表される前
記物理ボリュームよりも２倍大きい、請求項５５から６８のいずれか一項に記載の方法。
【請求項７０】
　前記第１のモジュールが、３Ｄ解剖学的画像の内部の特定の解剖学的領域のグラフィカ
ル表現を識別するように訓練されたＣＮＮモジュールであり、前記第２のモジュールが、
３Ｄ解剖学的画像の内部の前記標的組織領域のグラフィカル表現を識別するように訓練さ
れたＣＮＮモジュールである、請求項５５から６９のいずれか一項に記載の方法。
【請求項７１】
　機能的撮像診断法を使用して得られた前記対象の３Ｄ機能的画像を前記プロセッサによ
って受け取るステップであって、前記３Ｄ機能的画像に含まれる複数のボクセルが、それ
ぞれ、前記対象の内部の特定の物理ボリュームを表し、また、前記特定の物理ボリューム
から放射されて検知された放射線を表す強度値を有し、前記３Ｄ機能的画像の前記複数の
ボクセルの少なくとも一部分が、前記特定の解剖学的領域の内部の物理ボリュームを表す
、ステップと、
　前記３Ｄ機能的画像の内部で、前記３Ｄセグメント化マスクを使用して識別された前記
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標的ボリュームに対応する３Ｄボリュームを識別するステップとをさらに含む、請求項５
５から７０のいずれか一項に記載の方法。
【請求項７２】
　前記３Ｄ機能的画像のボクセルが、既知の関係によって前記３Ｄ解剖学的画像のボクセ
ルに関連づけられている、請求項７１に記載の方法。
【請求項７３】
　３Ｄ画像を自動的に処理して、標的組織領域に対応する前記３Ｄ画像の内部の３Ｄボリ
ュームを識別するためのシステムであって、
　コンピューティングデバイスのプロセッサと、
　命令を記憶したメモリとを備えるシステムにおいて、前記プロセッサが、前記命令を実
行することにより、
　　（ａ）解剖学的撮像診断法を使用して得られた前記対象の３Ｄ解剖学的画像を受け取
るステップであって、前記３Ｄ解剖学的画像が前記対象の内部の組織のグラフィカル表現
を含む、ステップと、
　　（ｂ）第１のモジュールを使用して、前記３Ｄ解剖学的画像の内部の初期の目的ボリ
ューム（ＶＯＩ）を判定するステップであって、前記初期のＶＯＩが、前記標的領域を含
む特定の解剖学的領域に対応する、ステップと、
　　（ｃ）第２のモジュールを使用して、前記対象の前記標的組織領域に対応する前記初
期のＶＯＩの内部の標的ボリュームを識別するステップと、
　　（ｄ）前記識別された標的ボリュームに対応する３Ｄセグメント化マスクを、表示し
かつ／またはさらに処理するために、記憶しかつ／または供給するステップとを行う、シ
ステム。
 
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００８２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００８２】
　本発明の一態様に関して説明された実施形態の特徴は、本発明の別の態様に関して適用
され得る。
　本発明は、例えば、以下の項目を提供する。
（項目１）
　３Ｄ画像を自動的に処理して、対象の前立腺に対応する、前記３Ｄ画像の内部の３Ｄボ
リュームを識別し、そこにおける放射性医薬品の摂取を表す１つまたは複数の摂取メトリ
ックを判定するための方法であって、
　（ａ）解剖学的撮像診断法を使用して得られた前記対象の３Ｄ解剖学的画像をコンピュ
ーティングデバイスのプロセッサによって受け取るステップであって、前記３Ｄ解剖学的
画像が含む対象の内部の組織のグラフィカル表現の少なくとも一部分が前記対象の骨盤領
域に対応する、ステップと、
　（ｂ）機能的撮像診断法を使用して得られた前記対象の３Ｄ機能的画像を前記プロセッ
サによって受け取るステップであって、前記３Ｄ機能的画像に含まれる複数のボクセルが
、それぞれ、前記対象の内部の特定の物理ボリュームを表し、また、前記特定の物理ボリ
ュームから放射されて検知された放射線を表す強度値を有し、前記３Ｄ機能的画像の前記
複数のボクセルの少なくとも一部分が、前記対象の前記骨盤領域の内部の物理ボリューム
を表す、ステップと、
　（ｃ）前記プロセッサによって、第１のモジュールを使用して、前記３Ｄ解剖学的画像
の内部の初期の目的ボリューム（ＶＯＩ）を判定するステップであって、前記初期のＶＯ
Ｉが、前記対象の前記骨盤領域の内部の組織に対応し、前記対象の前記骨盤領域の外部の
組織は除外する、ステップと、
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　（ｄ）前記プロセッサによって、第２のモジュールを使用して、前記対象の前記前立腺
に対応する前記初期のＶＯＩの内部の前立腺ボリュームを識別するステップと、
　（ｅ）前記プロセッサによって、前記３Ｄ機能的画像と、前記３Ｄ解剖学的画像の前記
初期のＶＯＩの内部で識別された前記前立腺ボリュームとを使用して、前記１つまたは複
数の摂取メトリックを判定するステップとを含む方法。
（項目２）
　前記第１のモジュールが、前記３Ｄ解剖学的画像を入力として受け取って、前記３Ｄ解
剖学的画像の内部の長方形ボリュームの向かい合ったコーナーを表す複数の座標値を出力
する、項目１に記載の方法。
（項目３）
　ステップ（ｃ）が、前記第１のモジュールを使用して、前記対象の骨盤骨に対応する前
記３Ｄ解剖学的画像のボリュームを識別する３Ｄ骨盤骨マスクを判定するステップを含む
、項目１または２に記載の方法。
（項目４）
　前記第１のモジュールが畳み込みニューラルネットワーク（ＣＮＮ）モジュールである
、先行する項目のいずれか一項に記載の方法。
（項目５）
　ステップ（ｄ）が、前記第２のモジュールを使用して、前記３Ｄ解剖学的画像の内部の
、それぞれが前記対象の内部の特定の組織領域に対応する１つまたは複数のその他の組織
ボリュームを識別するステップを含み、前記１つまたは複数のその他の組織ボリュームが
、
　前記対象の骨盤骨、
　前記対象の膀胱、
　前記対象の直腸、および
　前記対象の殿筋からなる群から選択される１つまたは複数の特定の組織領域に対応する
、先行する項目のいずれか一項に記載の方法。
（項目６）
　ステップ（ｄ）が、前記第２のモジュールを使用して、前記初期のＶＯＩの内部の各ボ
クセルを、前記対象の内部の（所定の）異なる組織領域のセットのうち特定の組織領域に
対応するものとして分類するステップを含む、先行する項目のいずれか一項に記載の方法
。
（項目７）
　前記初期のＶＯＩの内部の各ボクセルを分類するステップが、
　前記第２のモジュールによって、前記初期のＶＯＩの内部の複数のボクセルの各々につ
いて、尤度値のセットを判定するステップであって、前記尤度値のセットが、前記組織領
域セットのうち１つまたは複数の組織領域の各々について、前記ボクセルが前記組織領域
の内部の物理ボリュームを表すことの尤度を表す対応する尤度値を含む、ステップと、
　前記初期のＶＯＩの内部の前記複数のボクセルの各々について、前記ボクセルについて
判定された前記尤度値のセットに基づいて、前記ボクセルを前記特定の組織領域に対応す
るものとして分類するステップとを含む、項目６に記載の方法。
（項目８）
　前記第２のモジュールが、前記初期のＶＯＩを入力として受け取って、前記初期のＶＯ
Ｉの内部の各ボクセルについて、
　（ｉ）前記ボクセルを分類する値と、
　（ｉｉ）前記ボクセルに関する尤度値のセットと、
　（ｉｉｉ）前記ボクセルを、異なる組織領域の所定のセットのうちいかなるものにも対
応しないものとして識別する値とのうち少なくとも１つを含む複数の値を出力する、項目
６または７に記載の方法。
（項目９）
　前記異なる組織領域の（所定の）セットが、
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　前記対象の前記前立腺と、
　前記対象の骨盤骨と、
　前記対象の膀胱と、
　前記対象の直腸と、
　前記対象の殿筋とからなる群から選択される１つまたは複数の組織領域を含む、項目６
から８のいずれか一項に記載の方法。
（項目１０）
　ステップ（ｄ）が、前記第２のモジュールを使用して１つまたは複数の基底組織ボリュ
ームのセットを識別するステップを含み、前記１つまたは複数の基底組織ボリュームが、
前記識別された前立腺ボリュームおよび前記１つまたは複数のその他の組織ボリュームを
含み、前記方法は、
　前記プロセッサによって、１つまたは複数の補助モジュールを使用して、前記３Ｄ解剖
学的画像の内部の１つまたは複数の補助組織ボリュームを識別するステップであって、そ
れぞれの補助組織ボリュームが、前記第２のモジュールによって識別された基底組織ボリ
ュームに対応する、ステップと、
　前記プロセッサによって、それぞれの補助組織ボリュームを、前記第２のモジュールに
よって識別された前記対応する基底組織ボリュームと合併させるステップとをさらに含む
、項目５から９のいずれか一項に記載の方法。
（項目１１）
　前記プロセッサによって、前記対象の内部の基準組織領域に対応する、前記３Ｄ解剖学
的画像の内部の基準ボリュームを識別するステップと、
　ステップ（ｅ）において、前記３Ｄ機能的画像と、前記３Ｄ解剖学的画像の内部で識別
された前記基準ボリュームとを使用して、前記１つまたは複数の摂取メトリックのうち少
なくとも１つを判定するステップとを含む、先行する項目のいずれか一項に記載の方法。
（項目１２）
　前記３Ｄ機能的画像および前記基準ボリュームを使用して判定された前記１つまたは複
数の摂取メトリックのうち少なくとも１つが、腫瘍の背景に対する比（ＴＢＲ）の値を含
み、前記ＴＢＲ値を判定するステップが、
　前記３Ｄ解剖学的画像の前記初期のＶＯＩの内部で識別された前記前立腺ボリュームに
対応する前記３Ｄ機能的画像の１つまたは複数のボクセルの強度値を使用して、標的強度
値を判定するステップと、
　前記３Ｄ解剖学的画像の内部で識別された前記基準ボリュームに対応する前記３Ｄ機能
的画像の１つまたは複数のボクセルの強度値を使用して、背景強度値を判定するステップ
と、
　前記標的強度値の前記背景強度値に対する比を前記ＴＢＲ値として判定するステップと
を含む、項目１１に記載の方法。
（項目１３）
　前記ＴＢＲ値の、１つまたは複数の閾値との比較に基づいて、前記対象の前立腺がんの
状態を判定するステップを含む、項目１２に記載の方法。
（項目１４）
　前記１つまたは複数の閾値が複数の基準ＴＢＲ値を使用して判定される、項目１３に記
載の方法。
（項目１５）
　前記１つまたは複数の閾値が受信者動作特性（ＲＯＣ）曲線を使用して判定される、項
目１３または１４に記載の方法。
（項目１６）
　前記１つまたは複数の閾値が複数の閾値を含み、前記ＴＢＲ値を前記複数の閾値と比較
することによって、前記前立腺がんの状態が非２値スケール上のレベルとして判定される
、項目１３から１５のいずれか一項に記載の方法。
（項目１７）
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　前記対象の前記前立腺がんの状態を、（ｉ）前記ＴＢＲ値がカットオフ閾値を超えてい
たら臨床的に重要であると判定し、または（ｉｉ）前記ＴＢＲ値が前記カットオフ閾値未
満であれば臨床的に重要でないと判定する、ステップを含む、項目１３に記載の方法。
（項目１８）
　前記プロセッサによって、前記対象の膀胱に対応する、前記３Ｄ解剖学的画像の内部の
膀胱ボリュームを識別するステップと、
　ステップ（ｅ）において、前記３Ｄ解剖学的画像の内部の前記識別された膀胱ボリュー
ムに対応する前記３Ｄ機能的画像のボクセルの強度を使用して、前記膀胱からのクロスト
ークを補正するステップとを含む、先行する項目のいずれか一項に記載の方法。
（項目１９）
　前記膀胱からのクロストークを補正するステップが、
　前記識別された膀胱ボリュームの外部にある、前記３Ｄ解剖学的画像の１つまたは複数
の領域に対応する前記３Ｄ機能的画像の１つまたは複数のボクセルの強度に対する、前記
対象の前記膀胱の内部の放射性医薬品に由来する強度の寄与をモデル化する、１つまたは
複数の膀胱強度ブリード関数を判定するステップであって、前記１つまたは複数の膀胱強
度ブリード関数が、前記寄与を、前記識別された膀胱ボリュームからの距離の関数として
モデル化する、ステップと、
　前記３Ｄ解剖学的画像の内部の前記識別された前立腺ボリュームに対応する前記３Ｄ機
能的画像の１つまたは複数のボクセルの各々について、前記１つまたは複数の膀胱強度ブ
リード関数を使用して、前記ボクセルの強度を膀胱クロストークに対して調整するステッ
プとを含む、項目１８に記載の方法。
（項目２０）
　前記プロセッサによって、前記対象の膀胱に対応する前記３Ｄ解剖学的画像の内部の膀
胱ボリュームを識別するステップと、
　前記プロセッサによって、前記識別された膀胱ボリュームに対して形態学的拡張操作を
適用することにより、拡張された膀胱ボリュームを判定するステップと、
　ステップ（ｅ）において、前記３Ｄ機能的画像のボクセルの強度値を使用して、前記１
つまたは複数の摂取メトリックを、（ｉ）前記３Ｄ解剖学的画像の前記ＶＯＩの内部で識
別された前記前立腺ボリュームに対応するが、（ｉｉ）前記拡張された膀胱ボリュームの
内部の前記３Ｄ解剖学的画像の領域には対応しないと判定するステップとを含む、先行す
る項目のいずれか一項に記載の方法。
（項目２１）
　前記３Ｄ機能的画像が前記対象に前記放射性医薬品を投与した後の前記対象の核医学画
像である、先行する項目のいずれか一項に記載の方法。
（項目２２）
　前記放射性医薬品がＰＳＭＡ結合剤を含む、項目２１に記載の方法。
（項目２３）
　前記核医学画像が、前記対象に前記放射性医薬品を投与した後に得られた、前記対象の
単一光子放射型コンピュータ断層撮影法（ＳＰＥＣＴ）スキャンである、項目２１に記載
の方法。
（項目２４）
　前記放射性医薬品が９９ｍＴｃ－ＭＩＰ－１４０４を含む、項目２１に記載の方法。
（項目２５）
　前記１つまたは複数の摂取メトリックの少なくとも一部分に基づいて前記対象の１つま
たは複数の診断値または予後値を判定するステップを含む、先行する項目のいずれか一項
に記載の方法。
（項目２６）
　前記１つまたは複数の診断値または予後値のうち少なくとも１つを判定するステップが
、摂取メトリックを１つまたは複数の閾値と比較するステップを含む、項目２５に記載の
方法。
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（項目２７）
　前記１つまたは複数の診断値または予後値のうち少なくとも１つが、前記対象の臨床的
に重要な前立腺がんに関するリスクを推定する、項目２５または２６に記載の方法。
（項目２８）
　（ｆ）前記３Ｄ解剖学的画像および／または前記３Ｄ機能的画像の視覚表示を前記ユー
ザに提示するために、前記プロセッサによって、対話型グラフィカルユーザインターフェ
ース（ＧＵＩ）を表示するステップと、
　（ｇ）前記プロセッサによって、前記ＧＵＩの内部に、前記３Ｄ解剖学的画像および／
または前記３Ｄ機能的画像を、いずれかが表示用に選択されて個別にレンダリングされ得
るように、あるいは両方が表示用に選択されて、３Ｄ解剖学的画像に３Ｄ機能的画像を重
ね合わせることによって一緒にレンダリングされ得るように、選択可能かつスーパーイン
ポーズ可能な層としてグラフィカルレンダリングをもたらすステップとを含む、先行する
項目のいずれか一項に記載の方法。
（項目２９）
　ステップ（ｇ）が、前記３Ｄ解剖学的画像の内部の１つまたは複数の識別された特定の
組織ボリュームを含む選択可能かつスーパーインポーズ可能なセグメント化層のグラフィ
カルレンダリングをもたらすステップを含み、前記表示用のセグメント化層の選択に際し
て、前記１つまたは複数の特定の組織ボリュームを表すグラフィックスが、前記３Ｄ解剖
学的画像および／または前記３Ｄ機能的画像に重ね合わされる、項目２８に記載の方法。
（項目３０）
　前記１つまたは複数の特定の組織ボリュームが前記識別された前立腺ボリュームを含む
、項目２９に記載の方法。
（項目３１）
　ステップ（ｇ）において、２Ｄ断面図の位置が前記ユーザによって調整され得るように
、対話型２Ｄビューアの内部に、前記３Ｄ解剖学的画像および／または前記３Ｄ機能的画
像の前記２Ｄ断面図をレンダリングするステップを含む、項目２８から３０のいずれか一
項に記載の方法。
（項目３２）
　ステップ（ｇ）において、前記３Ｄ解剖学的画像および／または前記３Ｄ機能的画像の
対話型３Ｄビューをレンダリングするステップを含む、項目２８から３１のいずれか一項
に記載の方法。
（項目３３）
　前記ＧＵＩの内部に、前記識別された前立腺ボリュームのボクセルに対応するロケーシ
ョンを指示するグラフィカル要素を表示することにより、前記方法のユーザ再検討および
／または品質制御を容易にするステップを含む、項目２８から３２のいずれか一項に記載
の方法。
（項目３４）
　前記ＧＵＩの内部に、前記１つまたは複数の摂取メトリックの再検討および／または更
新のための品質制御および報告のワークフローによって前記ユーザを導くための品質制御
グラフィカルウィジェットとともに、ステップ（ｅ）において判定された前記１つまたは
複数の摂取メトリックを表すテキストおよび／またはグラフィックスを表示するステップ
を含む、項目２８から３３のいずれか一項に記載の方法。
（項目３５）
　前記品質制御グラフィカルウィジェットを介して、前記１つまたは複数の摂取メトリッ
クの自動判定の承認に対応するユーザ入力を受け取るステップと、
　前記１つまたは複数の摂取メトリックの前記自動判定の前記承認に対応する前記ユーザ
入力の前記受取りに応答して、前記プロセッサによって、前記対象向けに、前記１つまた
は複数の自動判定された摂取メトリックの表現を含む報告を生成するステップとを含む、
項目３４に記載の方法。
（項目３６）
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　前記品質制御グラフィカルウィジェットを介して、前記１つまたは複数の摂取メトリッ
クの自動判定の不承認に対応するユーザ入力を受け取るステップと、
　前記１つまたは複数の摂取メトリックの前記自動判定の前記不承認に対応するユーザ入
力の受取りに応答して、前記プロセッサによって、前記１つまたは複数の摂取メトリック
の更新された値を判定するのに使用する前記３Ｄ機能的画像の１つまたは複数のボクセル
のユーザ選択のためのボクセル選択グラフィカル要素を表示するステップと、
　前記ボクセル選択グラフィカル要素を介して、前記１つまたは複数の摂取メトリックの
更新された値を判定するのに使用する前記３Ｄ機能的画像の１つまたは複数のボクセルの
前記ユーザ選択を受け取るステップと、
　前記プロセッサによって、前記ユーザ選択のボクセルを使用して、前記１つまたは複数
の摂取メトリックの値を更新するステップと、
　前記プロセッサによって、前記対象向けに、前記１つまたは複数の更新された摂取メト
リックの表現を含む報告を生成するステップとを含む、項目３４に記載の方法。
（項目３７）
　前記品質制御グラフィカルウィジェットを介して、前記１つまたは複数の摂取メトリッ
クの自動判定の不承認に対応するユーザ入力を受け取るステップと、
　前記品質制御グラフィカルウィジェットを介して、品質制御の不合格に対応するユーザ
入力を受け取るステップと、
　前記プロセッサによって、前記品質制御の不合格の識別を含む、前記対象向けの報告を
生成するステップとを含む、項目３４に記載の方法。
（項目３８）
　前記３Ｄ機能的画像のボクセルが、既知の関係によって前記３Ｄ解剖学的画像のボクセ
ルに関連づけられている、先行する項目のいずれか一項に記載の方法。
（項目３９）
　複数の３Ｄ解剖学的画像の各々についてステップ（ａ）および（ｃ）を遂行して、それ
ぞれが前記複数の３Ｄ解剖学的画像のうち１つの内部にある複数の初期のＶＯＩを判定す
るステップであって、前記初期のＶＯＩのサイズの変動性が、前記３Ｄ解剖学的画像のサ
イズの変動性よりも小さい、ステップを含む、先行する項目のいずれか一項に記載の方法
。
（項目４０）
　前記第１のモジュールが、第１の解像度を有する、前記３Ｄ解剖学的画像のダウンサン
プリングされたバージョンを入力として受け取って、これに対して動作するＣＮＮモジュ
ールであり、前記第２のモジュールが、前記初期のＶＯＩへとクロップされた、前記３Ｄ
解剖学的画像の、前記第１の解像度よりも高い第２の解像度を有する高解像度バージョン
を入力として受け取って、これに対して動作するＣＮＮモジュールである、先行する項目
のいずれか一項に記載の方法。
（項目４１）
　前記第１のモジュールが、前記３Ｄ解剖学的画像の少なくとも一部分を入力として受け
取り、前記第１のモジュールに対する入力によって表される物理ボリュームが、（ｉ）前
記初期のＶＯＩによって表される物理ボリュームよりも少なくとも２倍大きく、かつ／ま
たは（ｉｉ）少なくとも１つの次元に沿って、前記初期のＶＯＩによって表される前記物
理ボリュームよりも２倍大きい、先行する項目のいずれか一項に記載の方法。
（項目４２）
　前記第１のモジュールが、３Ｄ解剖学的画像の内部の骨盤領域のグラフィカル表現を識
別するように訓練されたＣＮＮモジュールであり、前記第２のモジュールが、３Ｄ解剖学
的画像の内部の前立腺組織のグラフィカル表現を識別するように訓練されたＣＮＮモジュ
ールである、先行する項目のいずれか一項に記載の方法。
（項目４３）
　３Ｄ画像を自動的に処理して、対象の内部の標的組織領域に対応する、３Ｄ画像の内部
の３Ｄボリュームを識別し、そこにおける放射性医薬品の摂取を表す１つまたは複数の摂
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取メトリックを判定するための方法であって、
　（ａ）解剖学的撮像を使用して得られた前記対象の３Ｄ解剖学的画像をコンピューティ
ングデバイスのプロセッサによって受け取るステップであって、前記３Ｄ解剖学的画像が
、前記対象の前記標的組織領域を含む特定の解剖学的領域の内部の組織のグラフィカル表
現を含む、ステップと、
　（ｂ）機能的撮像診断法を使用して得られた前記対象の３Ｄ機能的画像を前記プロセッ
サによって受け取るステップであって、前記３Ｄ機能的画像に含まれる複数のボクセルが
、それぞれ、前記対象の内部の特定の物理ボリュームを表し、また、前記特定の物理ボリ
ュームから放射されて検知された放射線を表す強度値を有し、前記３Ｄ機能的画像の前記
複数のボクセルの少なくとも一部分が、前記対象の前記特定の解剖学的領域の内部の物理
ボリュームを表す、ステップと、
　（ｃ）前記プロセッサによって、第１のモジュールを使用して、前記３Ｄ解剖学的画像
の内部の初期の目的ボリューム（ＶＯＩ）を判定するステップであって、前記初期のＶＯ
Ｉが、前記標的組織領域を含む前記特定の解剖学的領域に対応する、ステップと、
　（ｄ）前記プロセッサによって、第２のモジュールを使用して、前記対象の前記標的組
織領域に対応する前記初期のＶＯＩの内部の標的ボリュームを識別するステップと、
　（ｅ）前記プロセッサによって、前記３Ｄ機能的画像と、前記３Ｄ解剖学的画像の前記
ＶＯＩの内部で識別された前記標的ボリュームとを使用して、前記１つまたは複数の摂取
メトリックを判定するステップとを含む方法。
（項目４４）
　膀胱への放射性医薬品摂取からのクロストークに対して前立腺ボクセル強度を補正する
ために３Ｄ機能的画像を自動的に解析する方法であって、
　（ａ）解剖学的撮像診断法を使用して得られた前記対象の３Ｄ解剖学的画像をコンピュ
ーティングデバイスのプロセッサによって受け取るステップであって、前記３Ｄ解剖学的
画像が含む対象の内部の組織のグラフィカル表現の少なくとも一部分が前記対象の膀胱お
よび前立腺に対応する、ステップと、
　（ｂ）前記プロセッサによって前記対象の前記３Ｄ機能的画像を受け取るステップであ
って、前記３Ｄ機能的画像に含まれる複数のボクセルが、それぞれ、前記対象の内部の特
定の物理ボリュームを表し、また、前記特定の物理ボリュームから放射されて検知された
放射線を表す強度値を有し、前記３Ｄ機能的画像の前記複数のボクセルの少なくとも一部
分が、前記対象の前記膀胱および／または前立腺の内部の物理ボリュームを表す、ステッ
プと、
　（ｃ）前記プロセッサによって、前記３Ｄ解剖学的画像の内部で、（ｉ）前記対象の前
立腺に対応する前立腺ボリューム、および（ｉｉ）前記対象の膀胱に対応する膀胱ボリュ
ームを自動的に識別するステップと、
　（ｄ）前記プロセッサによって、前記３Ｄ機能的画像の内部で、（ｉ）前記識別された
前立腺ボリュームに対応する複数の前立腺ボクセル、および（ｉｉ）前記識別された膀胱
ボリュームに対応する複数の膀胱ボクセルを自動的に識別するステップと、
　（ｅ）前記プロセッサによって、前記膀胱ボクセルの１つまたは複数の測定された強度
に基づいて、前記前立腺ボクセルの１つまたは複数の測定された強度を調整するステップ
と、
　（ｆ）前記プロセッサによって、前記前立腺ボクセルの前記調整された強度を使用して
、前記対象の前記前立腺の内部の放射性医薬品の摂取を表す１つまたは複数の摂取メトリ
ックを判定するステップとを含む方法。
（項目４５）
　対象の一部分の３Ｄ機能的画像の自動解析に基づいて、前記対象の前立腺がんの状態を
検知し、かつ／または前立腺がんのリスクを定量化する方法であって、
　（ａ）前記対象にＰＳＭＡ結合剤を含む放射性医薬品を投与した後に３Ｄ機能的画像を
取得するステップと、
　（ｂ）コンピューティングデバイスのプロセッサによって、前記３Ｄ機能的画像の内部
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の、前記対象の前立腺に対応する３Ｄ標的ボリュームを識別するステップと、
　（ｃ）前記プロセッサによって、前記３Ｄ標的ボリュームのボクセルの強度を使用して
、標的の背景に対する比（ＴＢＲ）の値を判定するステップと、
　（ｄ）前記プロセッサによって、対話型グラフィカルユーザインターフェース（ＧＵＩ
）の内部に表示するように、前記判定されたＴＢＲ値を表すテキストおよび／またはグラ
フィックスのグラフィカルレンダリングをもたらすステップとを含む方法。
（項目４６）
　３Ｄ画像を自動的に処理して、対象の前立腺に対応する、３Ｄ画像の内部の３Ｄボリュ
ームを識別し、そこにおける放射性医薬品の摂取を表す１つまたは複数の摂取メトリック
を判定するためのシステムであって、
　プロセッサと、
　命令を記憶したメモリとを備えるシステムにおいて、前記プロセッサが、前記命令を実
行することにより、
　　（ａ）解剖学的撮像診断法を使用して得られた前記対象の３Ｄ解剖学的画像を受け取
るステップであって、前記３Ｄ解剖学的画像が含む対象の内部の組織のグラフィカル表現
の少なくとも一部分が前記対象の骨盤領域に対応する、ステップと、
　　（ｂ）機能的撮像診断法を使用して得られた前記対象の３Ｄ機能的画像を受け取るス
テップであって、前記３Ｄ機能的画像に含まれる複数のボクセルが、それぞれ、前記対象
の内部の特定の物理ボリュームを表し、また、前記特定の物理ボリュームから放射されて
検知された放射線を表す強度値を有し、前記３Ｄ機能的画像の前記複数のボクセルの少な
くとも一部分が、前記対象の前記骨盤領域の内部の物理ボリュームを表す、ステップと、
　　（ｃ）第１のモジュールを使用して、前記３Ｄ解剖学的画像の内部の初期の目的ボリ
ューム（ＶＯＩ）を判定するステップであって、前記初期のＶＯＩが、前記対象の前記骨
盤領域の内部の組織に対応し、前記対象の前記骨盤領域の外部の組織は除外する、ステッ
プと、
　　（ｄ）第２のモジュールを使用して、前記対象の前記前立腺に対応する前記初期のＶ
ＯＩの内部の前立腺ボリュームを識別するステップと、
　　（ｅ）前記３Ｄ機能的画像と、前記３Ｄ解剖学的画像の前記初期のＶＯＩの内部で識
別された前記前立腺ボリュームとを使用して、前記１つまたは複数の摂取メトリックを判
定するステップとを行う、システム。
（項目４７）
　３Ｄ画像を自動的に処理して、対象の内部の標的組織領域に対応する、３Ｄ画像の内部
の３Ｄボリュームを識別し、そこにおける放射性医薬品の摂取を表す１つまたは複数の摂
取メトリックを判定するためのシステムであって、
　プロセッサと、
　命令を記憶したメモリとを備えるシステムにおいて、前記プロセッサが、前記命令を実
行することにより、
　　（ａ）解剖学的撮像診断法を使用して得られた前記対象の３Ｄ解剖学的画像を受け取
るステップであって、前記３Ｄ解剖学的画像が、前記対象の前記標的組織領域を含む特定
の解剖学的領域の内部の組織のグラフィカル表現を含む、ステップと、
　　（ｂ）機能的撮像診断法を使用して得られた前記対象の３Ｄ機能的画像を受け取るス
テップであって、前記３Ｄ機能的画像に含まれる複数のボクセルが、それぞれ、前記対象
の内部の特定の物理ボリュームを表し、また、前記特定の物理ボリュームから放射されて
検知された放射線を表す強度値を有し、前記３Ｄ機能的画像の前記複数のボクセルの少な
くとも一部分が、前記特定の解剖学的領域の内部の物理ボリュームを表す、ステップと、
　　（ｃ）第１のモジュールを使用して、前記３Ｄ解剖学的画像の内部の初期の目的ボリ
ューム（ＶＯＩ）を判定するステップであって、前記初期のＶＯＩが、前記標的組織領域
を含む前記特定の解剖学的領域に対応する、ステップと、
　　（ｄ）第２のモジュールを使用して、前記対象の前記標的組織領域に対応する前記初
期のＶＯＩの内部の標的ボリュームを識別するステップと、
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　　（ｅ）前記３Ｄ機能的画像と、前記３Ｄ解剖学的画像の前記ＶＯＩの内部で識別され
た前記標的ボリュームとを使用して、前記１つまたは複数の摂取メトリックを判定するス
テップとを行う、システム。
（項目４８）
　対象の一部分の３Ｄ機能的画像の自動解析に基づいて、前記対象の前立腺がんの状態を
検知し、かつ／または前立腺がんのリスクを定量化するためのシステムであって、
　プロセッサと、
　命令を記憶したメモリとを備えるシステムにおいて、前記プロセッサが、前記命令を実
行することにより、
　　（ａ）ＰＳＭＡ結合剤を含む放射性医薬品を前記対象に投与した後に、前記対象の前
記一部分の前記３Ｄ機能的画像を受け取るステップと、
　　（ｂ）前記３Ｄ機能的画像の内部の、前記対象の前立腺に対応する３Ｄ標的ボリュー
ムを識別するステップと、
　　（ｃ）前記３Ｄ標的ボリュームのボクセルの強度を使用して、標的の背景に対する比
（ＴＢＲ）の値を判定するステップと、
　　（ｄ）対話型グラフィカルユーザインターフェース（ＧＵＩ）の内部に表示するよう
に、前記判定されたＴＢＲ値を表すテキストおよび／またはグラフィックスのグラフィカ
ルレンダリングをもたらすステップとを行う、システム。
（項目４９）
　項目４６から４８のいずれか一項に記載のシステムを備えるコンピュータ支援検知（Ｃ
ＡＤｅ）デバイス。
（項目５０）
　項目４６から４８のいずれか一項に記載のシステムを備えるコンピュータ支援診断（Ｃ
ＡＤｘ）デバイス。
（項目５１）
　前記プロセッサが、前記命令によって、前記対象の臨床的に重要な前立腺がんまたは臨
床的に重要でない前立腺がんのいずれかの分類を識別する、項目４９に記載のＣＡＤｅデ
バイス。
（項目５２）
　前記プロセッサが、前記命令によって、前記対象の臨床的に重要な前立腺がんまたは臨
床的に重要でない前立腺がんのいずれかの分類を識別する、項目５０に記載のＣＡＤｘデ
バイス。
（項目５３）
　（ａ）放射性標識ＰＳＭＡ結合剤と、
　（ｂ）項目４６から４８のいずれか一項に記載のシステムを備えるコンピュータ支援検
知（ＣＡＤｅ）デバイスとを含む組合せ製品。
（項目５４）
　コンピュータ支援検知デバイスを用いる放射性標識ＰＳＭＡ結合剤の使用を規定する標
識を含む、項目５３に記載の組合せ製品。
（項目５５）
　３Ｄ画像を自動的に処理して、標的組織領域に対応する前記３Ｄ画像の内部の３Ｄボリ
ュームを識別するための方法であって、
　（ａ）解剖学的撮像診断法を使用して得られた対象の３Ｄ解剖学的画像をコンピューテ
ィングデバイスのプロセッサによって受け取るステップであって、前記３Ｄ解剖学的画像
が前記対象の内部の組織のグラフィカル表現を含む、ステップと、
　（ｂ）前記プロセッサによって、第１のモジュールを使用して、前記３Ｄ解剖学的画像
の内部の初期の目的ボリューム（ＶＯＩ）を判定するステップであって、前記初期のＶＯ
Ｉが、前記標的領域を含む特定の解剖学的領域に対応する、ステップと、
　（ｃ）前記プロセッサによって、第２のモジュールを使用して、前記対象の前記標的組
織領域に対応する前記初期のＶＯＩの内部の標的ボリュームを識別するステップと、
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　（ｄ）前記識別された標的ボリュームに対応する３Ｄセグメント化マスクを、表示しか
つ／またはさらに処理するために、前記プロセッサによって、記憶しかつ／または供給す
るステップとを含む方法。
（項目５６）
　前記第１のモジュールが、前記３Ｄ解剖学的画像を入力として受け取って、前記３Ｄ解
剖学的画像の内部の長方形ボリュームの向い合ったコーナーを表す複数の座標値を出力す
る、項目５に記載の方法。
（項目５７）
　前記第１のモジュールが畳み込みニューラルネットワーク（ＣＮＮ）モジュールである
、項目５５または５６に記載の方法。
（項目５８）
　ステップ（ｃ）が、前記第２のモジュールを使用して、前記３Ｄ解剖学的画像の内部の
、それぞれが前記対象の内部の特定の組織領域に対応する１つまたは複数のその他の組織
ボリュームを識別するステップを含む、項目５５から５７のいずれか一項に記載の方法。
（項目５９）
　ステップ（ｃ）が、前記第２のモジュールを使用して、前記初期のＶＯＩの内部の各ボ
クセルを、前記対象の内部の（所定の）異なる組織領域のセットのうち特定の組織領域に
対応するものとして分類するステップを含む、項目５５から５８のいずれか一項に記載の
方法。
（項目６０）
　前記初期のＶＯＩの内部の各ボクセルを分類するステップが、
　前記第２のモジュールによって、前記初期のＶＯＩの内部の複数のボクセルの各々につ
いて、尤度値のセットを判定するステップであって、前記尤度値のセットが、前記組織領
域セットのうち１つまたは複数の組織領域の各々について、前記ボクセルが前記組織領域
の内部の物理ボリュームを表すことの尤度を表す対応する尤度値を含む、ステップと、
　前記初期のＶＯＩの内部の前記複数のボクセルの各々について、前記ボクセルについて
判定された尤度値のセットに基づいて、前記ボクセルを前記特定の組織領域に対応するも
のとして分類するステップとを含む、項目５９に記載の方法。
（項目６１）
　前記第２のモジュールが、前記初期のＶＯＩを入力として受け取って、前記初期のＶＯ
Ｉの内部の各ボクセルについて、
　（ｉ）前記ボクセルを分類する値と、
　（ｉｉ）前記ボクセルに関する尤度値のセットと、
　（ｉｉｉ）前記ボクセルを、異なる組織領域の所定のセットのうちいかなるものにも対
応しないものとして識別する値とのうち少なくとも１つを含む複数の値を出力する、項目
５９または６０に記載の方法。
（項目６２）
　ステップ（ｃ）が、前記第２のモジュールを使用して１つまたは複数の基底組織ボリュ
ームのセットを識別するステップを含み、前記１つまたは複数の基底組織ボリュームが、
前記識別された標的ボリュームおよび前記１つまたは複数のその他の組織のボリュームを
含み、
　前記プロセッサによって、１つまたは複数の補助モジュールを使用して、前記３Ｄ解剖
学的画像の内部の１つまたは複数の補助組織ボリュームを識別するステップであって、そ
れぞれの補助組織ボリュームが、前記第２のモジュールによって識別された基底組織ボリ
ュームに対応する、ステップと、
　前記プロセッサによって、それぞれの補助組織ボリュームを、前記第２のモジュールに
よって識別された前記対応する基底組織ボリュームと合併させるステップとをさらに含む
、項目５５から６１のいずれか一項に記載の方法。
（項目６３）
　（ｅ）前記３Ｄ解剖学的画像の視覚表示を前記ユーザに提示するために、前記プロセッ



(22) JP 2021-509721 A5 2022.1.11

サによって、対話型グラフィカルユーザインターフェース（ＧＵＩ）を表示するステップ
と、
　（ｆ）前記プロセッサによって、前記ＧＵＩの内部に、前記３Ｄ解剖学的画像の内部の
１つまたは複数の識別された特定の組織ボリュームを含む選択可能かつスーパーインポー
ズ可能なセグメント化層とともに前記３Ｄ解剖学的画像のグラフィカルレンダリングをも
たらすステップであって、前記表示用のセグメント化層の選択に際して、前記１つまたは
複数の特定の組織ボリュームを表すグラフィックスが前記３Ｄ解剖学的画像上に重ね合わ
される、ステップとを含む、項目５５から６２のいずれか一項に記載の方法。
（項目６４）
　前記１つまたは複数の特定の組織ボリュームが前記識別された標的ボリュームを含む、
項目６３に記載の方法。
（項目６５）
　ステップ（ｆ）において、２Ｄ断面図の位置が前記ユーザによって調整され得るように
、対話型２Ｄビューアの内部に、前記３Ｄ解剖学的画像の前記２Ｄ断面図をレンダリング
するステップを含む、項目６３または６４に記載の方法。
（項目６６）
　ステップ（ｆ）において、前記３Ｄ解剖学的画像の対話型３Ｄビューをレンダリングす
るステップを含む、項目６３から６５のいずれか一項に記載の方法。
（項目６７）
　複数の３Ｄ解剖学的画像の各々についてステップ（ａ）および（ｂ）を遂行して、それ
ぞれが前記複数の３Ｄ解剖学的画像のうち１つの内部にある複数の初期のＶＯＩを判定す
るステップであって、前記初期のＶＯＩのサイズの変動性が前記３Ｄ解剖学的画像のサイ
ズの変動性よりも小さい、ステップを含む、項目５５から６６のいずれか一項に記載の方
法。
（項目６８）
　前記第１のモジュールが、第１の解像度を有する、前記３Ｄ解剖学的画像のダウンサン
プリングされたバージョンを入力として受け取って、これに対して動作するＣＮＮモジュ
ールであり、前記第２のモジュールが、前記初期のＶＯＩへとクロップされた、前記３Ｄ
解剖学的画像の、前記第１の解像度よりも高い第２の解像度を有する高解像度バージョン
を入力として受け取って、これに対して動作するＣＮＮモジュールである、先行する項目
５５から６７のいずれか一項に記載の方法。
（項目６９）
　前記第１のモジュールが、前記３Ｄ解剖学的画像の少なくとも一部分を入力として受け
取り、前記第１のモジュールに対する前記入力によって表される物理ボリュームが、（ｉ
）前記初期のＶＯＩによって表される物理ボリュームよりも少なくとも２倍大きく、かつ
／または（ｉｉ）少なくとも１つの次元に沿って、前記初期のＶＯＩによって表される前
記物理ボリュームよりも２倍大きい、項目５５から６８のいずれか一項に記載の方法。
（項目７０）
　前記第１のモジュールが、３Ｄ解剖学的画像の内部の特定の解剖学的領域のグラフィカ
ル表現を識別するように訓練されたＣＮＮモジュールであり、前記第２のモジュールが、
３Ｄ解剖学的画像の内部の前記標的組織領域のグラフィカル表現を識別するように訓練さ
れたＣＮＮモジュールである、項目５５から６９のいずれか一項に記載の方法。
（項目７１）
　機能的撮像診断法を使用して得られた前記対象の３Ｄ機能的画像を前記プロセッサによ
って受け取るステップであって、前記３Ｄ機能的画像に含まれる複数のボクセルが、それ
ぞれ、前記対象の内部の特定の物理ボリュームを表し、また、前記特定の物理ボリューム
から放射されて検知された放射線を表す強度値を有し、前記３Ｄ機能的画像の前記複数の
ボクセルの少なくとも一部分が、前記特定の解剖学的領域の内部の物理ボリュームを表す
、ステップと、
　前記３Ｄ機能的画像の内部で、前記３Ｄセグメント化マスクを使用して識別された前記
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標的ボリュームに対応する３Ｄボリュームを識別するステップとをさらに含む、項目５５
から７０のいずれか一項に記載の方法。
（項目７２）
　前記３Ｄ機能的画像のボクセルが、既知の関係によって前記３Ｄ解剖学的画像のボクセ
ルに関連づけられている、項目７１に記載の方法。
（項目７３）
　３Ｄ画像を自動的に処理して、標的組織領域に対応する前記３Ｄ画像の内部の３Ｄボリ
ュームを識別するためのシステムであって、
　コンピューティングデバイスのプロセッサと、
　命令を記憶したメモリとを備えるシステムにおいて、前記プロセッサが、前記命令を実
行することにより、
　　（ａ）解剖学的撮像診断法を使用して得られた前記対象の３Ｄ解剖学的画像を受け取
るステップであって、前記３Ｄ解剖学的画像が前記対象の内部の組織のグラフィカル表現
を含む、ステップと、
　　（ｂ）第１のモジュールを使用して、前記３Ｄ解剖学的画像の内部の初期の目的ボリ
ューム（ＶＯＩ）を判定するステップであって、前記初期のＶＯＩが、前記標的領域を含
む特定の解剖学的領域に対応する、ステップと、
　　（ｃ）第２のモジュールを使用して、前記対象の前記標的組織領域に対応する前記初
期のＶＯＩの内部の標的ボリュームを識別するステップと、
　　（ｄ）前記識別された標的ボリュームに対応する３Ｄセグメント化マスクを、表示し
かつ／またはさらに処理するために、記憶しかつ／または供給するステップとを行う、シ
ステム。
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